「外国人患者を受け入れる拠点的な医療機関」公募に関する実施要領別紙


１　目的
訪日外国人旅行者及び在留外国人の増加に伴い、外国人患者が安心して医療機関を受診できる体制の整備を進めることが求められる中、患者や医療機関等の利便性や、行政サービスの向上のため、平成31年3月26日付け医政総発0326第３号・観参第800号で厚生労働省医政局総務課長及び観光庁外客受入参事官から「外国人患者を受け入れる拠点的な医療機関」の選出依頼を受け、医療機関に対して外国人患者を受け入れる拠点的な医療機関の公募を実施してきたところです。
この度、更なる体制整備を進めるため、追加公募を実施します。

２　「外国人患者受入医療機関」の選出基準
（１）外国人患者で入院を要する救急患者に対応可能な医療機関
・愛知県地域保健医療計画における二次救急以上の医療機関であること
・多言語での対応が可能であること（医療通訳者、電話通訳、音声翻訳等
の形式は問わない）
（２）外国人患者を受入れ可能な医療機関（診療所・歯科診療所も含む）
・多言語での対応が可能であること（医療通訳者、電話通訳、音声翻訳等
の形式は問わない）

３　提出書類
上記の選出基準を満たすとともに、外国人患者の受入れに積極的に御協力いただける医療機関においては、次の書類を作成の上、提出してください。
（１）応募申請書（様式１）
（２）回答様式（様式２）
　提出様式については、愛知県保健医療局健康医務部医務課のウェブページ（http://www.pref.aichi.jp/soshiki/imu/gaikokukanja.html）に掲載しています。

４　提出期限
令和７年５月23日（金）

５　提出方法
電子メールにより医務課（imu@pref.aichi.lg.jp）宛て提出してください。
６　留意事項
（１）今回申請していただき基準を満たした医療機関については、「外国人患者を受け入れる医療機関の情報を取りまとめたリスト」（以下「医療機関リスト」という。）に掲載され、厚生労働省及び観光庁（日本政府観光局（ＪＮＴＯ））等のウェブサイトにおいて公開され、定期的に更新されます。
　　　厚生労働省
https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_05774.html
　　　日本政府観光局（ＪＮＴＯ）
https://www.jnto.go.jp/emergency/jpn/mi_guide.html
（２）提出期限を過ぎても申請を受け付けますが、その場合は（１）で記載したリストへの掲載が、次回のリストの更新のタイミングとなります。（更新時期は未定）
（３）「医療機関リスト」に掲載された医療機関では、外国人患者が一定数増加することが想定されますので、予め御了承ください。
（４）「医療機関リスト」に掲載されていない医療機関における外国人患者の診療を妨げるもの・抑制するものではありません。
（５）「医療機関リスト」は、外国から診療目的で来日する外国人患者を受け入れる医療機関のリストではありません。
（６）「医療機関リスト」に掲載を希望する医療機関につきましては、未払いトラブルを避けるために、クレジットカード決済への対応を検討してください。
